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平成 29 年１月６日 

 

高齢者の餅による窒息事故に気を付けて！ 

－餅での窒息による死亡事故が発生しています。注意して食べましょう－ 

 

年始など年の初めには餅を食べる機会が多くなり、今年も既に餅での窒息

による死亡事故が発生しています。 

高齢者に餅での窒息事故が起こりやすい理由についての専門家の知見や、万

が一事故が起きてしまったときに参考にしていただきたい応急手当をまとめ

ましたので、御家庭などでの予防と対応に役立てていただきますようお願いい

たします。 

 

１．東京消防庁の救急搬送データ  

東京消防庁管内 1での餅・団子等による窒息事故で救急搬送された人数をみ

ると 2、平成 23 年から平成 27 年までの５年間で 562 人となっています（図

１）。また、救急搬送された人の多くは 65 歳以上の高齢者で、約９割を占めて

います（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
1東京都のうち稲城市、島しょ地区を除く地域 
2東京消防庁ウェブサイトから

（http://www.tfd.metro.tokyo.jp/camp/2016/201612/camp1.html#004）  
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図１ 餅、団子等による窒息での救急搬送人数（年別）

（東京消防庁管内）

（参考） 

東京都の人口 

13,649,120 人 

（平成 28 年 12 月

1 日現在推計） 
※ただし、東京消防

庁管内は、稲城市、

島しょ地区を除く地

域。  

 
News Release 

http://www.tfd.metro.tokyo.jp/camp/2016/201612/camp1.html%23004
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２．消費者へのアドバイス 

 －高齢者が餅を食べる際に御注意いただきたいこと－ 

口くうの専門家に、高齢者の口内や喉等の特徴と、餅の特性について伺いまし

た（詳細は、別紙１参照。）。 

 

○高齢になると、そしゃく力や飲み込む力が低下し、食べた物をしっかりか

んでスムーズに飲み込むことが難しくなります。 

○餅は、口や喉の温度によって餅の温度が下がるとくっつきやすくなりま

す。 

○餅が喉にはりつくことを防ぐためには、口の中でしっかりかんで唾液とよ

く混ぜることが重要です。 

 

こうした高齢者の口や喉に起こる変化や餅の特徴を踏まえ、餅を食べる際に

注意していただきたいことを次のようにまとめました。 

安全に餅を食べていただけるよう、御参考にしてください。 
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図２ 餅、団子等による窒息での救急搬送人数（年齢層別）

（東京消防庁管内）

約９割が 

65 歳以上 
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○冬の寒い朝の一口目には十分注意が必要です！ 

朝起きてすぐには、口の動きもスムーズではありません。ま

た、寒い時期は温かい餅でも食べている間に硬くなりやすくな

っています。餅をしっかりかんで食べられるように、食事の前

に会話をすることなどにより口の準備運動をしたり、スープ等

の滑らかなもので喉を潤したりしてから、食べましょう。 
 

○餅を小さくするだけでなく、さらに口の中でよくかんで食べて

ください！ 

せっかく小さく切った餅もそのまま飲み込んでしまっては、餅

が喉の中で再びくっついてしまうこともあり、小さくした効果が

十分生かせません。口の大きさに合わせた少な目の量を口に入

れ、餅に唾液を十分含ませられるよう、口の中でしっかりとかん

で食べましょう。 

 

○口の中の分が飲み込めてから、次の一口を！ 

しっかりかんだ後、口に入っている分が飲み込めてから、次

の餅や他の食べ物を口の中に入れましょう。よくかまないうち

にお茶等で流し込んではいけません。 
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３．万が一事故が起きてしまったときの参考：応急手当 

窒息事故が起きた場合、窒息した人には喉に手を当てて呼吸ができなくなっ

たことを示す動作（チョークサイン）がみられます。餅を食べているときにこ

うした動きがみられたり急に顔色が悪くなったりしてしまったときなどは、窒

息が疑われます。こうした場合には、救急へ通報（119 番）を行い、速やかに

応急手当を行ってください。 

万が一事故が起きてしまったときの応急手当の方法については、別紙２を参

考にしてください。 

 

（参考） 

○消費者庁からの注意喚起 

「高齢者の餅による窒息事故に気を付けて！」（平成25年12月18日） 

http://www.caa.go.jp/safety/pdf/131218kouhyou_1.pdf  

 

 

  
本資料に関する問合せ先 

消費者庁消費者安全課  岡崎、石井 

TEL：03(3507)9137（直通） 

FAX：03(3507)9290 

URL：http://www.caa.go.jp/  

http://www.caa.go.jp/safety/pdf/131218kouhyou_1.pdf
http://www.caa.go.jp/
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別紙１  

 

餅の窒息事故がなぜ高齢者に起きやすいのか？  

－専門家の知見から－  

 

 昭和大学名誉教授 向井美惠先生に、餅の特性と高齢者の口内や喉等の特

徴について伺いました。 

 

１．餅の特性  

（１）口の中に入ってからの餅の温度変化が大きく作用します。  

①硬さ  

 餅は、表面温度が体温に近い 40 度以下に低下すると、硬さが増す

特質があります。つまり、調理後の熱い餅も、口に入れると体温に近

い温度となり、硬くなり始めます。特に、冬は餅を食べるときの室内

の温度が 20 度程度で、食べて口から喉に入っていく過程で、体内に

入る息の温度が低いために餅の温度は体温よりも更に低い温度（30

度から 35 度程度）となって、一層硬くなりやすくなります。  

②くっつきやすさ  

餅の温度が体温やそれ以下になると、くっつきやすさ（付着性）も

増します。すると、口腔内で餅同士がくっつきやすくなったり、喉の

粘膜に張り付きやすくなり、さらに、くっつくと剥がれにくくなりま

す。そのため、場合によっては気道入り口に餅がくっついて剥がれ

ず、気道が塞がれて窒息につながることがあります。  

 

（２）餅を食べるとき、唾液が重要です。  

口の中でかむことは食品を食べやすい大きさにしますが、餅の場合に

は、よくかむことで餅に唾液を十分混ぜることができ、飲み込みやすく

なるとともに、喉に餅が張り付くことも防ぎます。朝は唾液の出が悪い

ので、食事の前に、口の準備体操となるよう、話をしたりすることもよ

いことです。また、いきなり餅を食べるのではなく、スープ等の滑らか

なもので喉を潤してから食べることが、窒息を防ぐことに有効です。  

 

２．高齢になると起こる口内や喉の変化  

高齢になると、口内や喉の機能等に以下のような変化が生じます。こ

のことが、食べたり飲み込んだりするときに大きな影響を与えます。  

・奥歯がなくなったり入れ歯になることで、顎を安定させる力が低下
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し、そしゃく力や飲み込む力が低下します。  

・そしゃく力の低下だけでなく、唾液の分泌自体も少なくなるため、

食べた物がスムーズに飲み込みにくくなります。  

・口内の感覚、舌の圧力等の低下により、食べ物を飲み込んでも、喉

に残る分が生じやすくなります。喉に食べ物が残ったまま息を吸い

込むと、食べ物が気道に詰まることがあります。  

・食べ物が喉を通っているときには喉頭が引き上げられて気道を塞ぎ

ますが、年齢を重ねると喉頭が下がってしまうため、食べ物が喉を

通るときに喉頭が上がりきらず、気道をしっかり塞ぎきれなくな

り、食べ物が気道に入り込みやすくなります。  
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別紙２ 応急手当の方法  
日本医師会「救急蘇生法」（http://www.med.or.jp/99/kido.html）から 
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